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ノートの検討

19２０１５０５２２ 主管課室長会議

ハートバンドでの出会い

２０１１年１１月ハートバンドである
交通犯罪被害当事者と出会った

交通犯罪被害者が自分で書き込める
ノートがほしいと持ちかけられる

20２０１５０５２２ 主管課室長会議
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会のメンバー

途切れない支援を被害者と考える会

元の勉強会メンバー

被害当事者、家族、遺族

メール等で情報を渡し、意見を聞くこと
もあった

21２０１５０５２２ 主管課室長会議

22２０１５０５２２ 主管課室長会議
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23２０１５０５２２ 主管課室長会議

ノートの色々な検討
パソコンWEB形式のノートはどうか

子どもや高齢者などは使いにくくなる。ま
ず手書き形式のノートを製作して、それを
普及させた後、WEB形式のノートを作ると
いうことではどうか？

ノートを書くときにだれか横にいてもら
う

できないことを助けてもらう、支援者を見
つけるということ、1人で頑張らなくていい
ということが、ノートの隠されたテーマ

24２０１５０５２２ 主管課室長会議
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ノートの名前の検討
 DV被害者は、自分を被害者と思うこと

ができない。「被害者」という名称を
使わないほうがいいと思う

 「事故」という言葉に敏感で、「事
故」ではなく「事件」「事犯」という
言葉にしてほしいという被害者もいる

 過失事故の被害者もいる。いろいろな
事件、事故があり、両方の言葉を使っ
た方がいいと思う

25２０１５０５２２ 主管課室長会議

地域における使い方

26２０１５０５２２ 主管課室長会議


